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青年期男女学生の体型別痩せ志向と食生活に関する意識調査
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要　　　旨

18歳から20歳の青年期男女学生を対象に痩せ志向の有無を調査し、痩せる目的が『健康』か『美容』

かによる痩せ志向と体型、食生活への関心度などの調査を行なった。対象者をBMI値22未満と22以上の

グループにわけて解析を行った。男子学生の41.2％、女子学生の30.8％がBMI≧22であった。BMI値に

かかわらず、90％以上の女子学生が痩せ願望も持っていたが、痩せ願望を持つ男子学生はBMI＜22群で

対象者の28％、BMI≧22群で78.8％だった。女子学生は男子学生に比べて、標準体重であるにもかかわ

らず「太っている」という体型誤認をしているものが多く、この体型誤認は非痩せ願望者より痩せ願望

者で多かった。80％以上の女子学生は『美容』を目的とした痩せ願望を持っていたが、男子学生の44％

は『健康』を意識して痩せたいと考えていた。定期的な運動をする学生は男子学生のほうが多かったが、

朝食抜きや食事に無関心の学生が女子学生に比べて男子学生で多かった。これらの結果から女子学生と

男子学生の体型や食生活に関する意識の差が明らかになった。

＜索引用語＞青年期男女学生、痩せ願望、体型評価、食生活

はじめに

40才以上の中高年の肥満は糖尿病、高脂血症、高血圧

などの生活習慣病の危険因子の一つと考えられ、肥満を

なくすことが一次予防の面から注目されている１）。一方、

10代、20代の若者、特に女性はむしろ肥満が少ない。肥

満が生活習慣病の危険因子のひとつであるという観点か

ら考えると、この現象は望ましいとも考えられる。しか

し、その多くは見た目の美しさやスポーツにおける体重

コントロールなどのために、実際の体型が肥満ではない

にもかかわらず、痩せたいと考える痩せ願望に陥ってい

る場合が多い２－５）。痩せている場合もまた骨粗しょう症、

栄養失調、神経性食思不振症、拒食症、過食症といった

栄養上の問題に発展する危険性がある。

先に著者らは女子大学生の体型と食生活に関する調査

を行い、女子大生の痩せ願望の目的を「美容」と「健康」

のための２種類に分類し、志向の違いによって体型や減

量法に違いがあるか否かを検討した。その調査から「美

容」を目的とした痩せ願望群には、極端な痩せ志向や医

学的に問題のある減量法を試みるなど、問題を含んでい

ることが明かとなった５）。体型や痩せ願望に関する研究

はこれまで中学生６－８）、高校生３）、青年期女子２－５）を対

象にしたものが多く、青年期男子に関する研究は殆どな

い。若い女性がやせすぎるほど極端なダイエットに走る

一方で、最近男性の肥満が年々増えていることが厚生省

の国民栄養調査から明らかになっている８，15）。

また青年男子の食生活に対する関心は一般に青年女子

に比べて小さいと考えられているが、男子学生を対象に

した食生活調査も少ない９）。肥満は見た目の格好悪さだ

けではなく生活習慣病の引き金になる１）。さらに最近思
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春期ならびに青年期男子もスタイルを気にする風潮が見

られる10）。望ましいダイエットには食事と栄養の知識が

欠かせない11）。そのためには生活習慣病予備軍ともいえ

る青年期男女に対する正しい食生活の指導が必要である。

そこで、本研究では今まで報告が少ない青年期男子に

焦点をあて、痩せ志向の有無を調査し、痩せる目的が

『健康』か『美容』かによる痩せ志向と体型、食生活へ

の関心度などの調査を行なった。合わせて青年期女子に

対しても同様の調査を行い、青年期男子の結果と比較し

たところ、女子とは異なる問題点が浮かび上がった。以

上のことから、青年期男女に対する健康教育を行う場合

に、男女学生に見られた意識の差を考慮する必要性を考

察した。

研究方法

１．調査対象

宮城県にある医療・福祉系の専門学校に在籍してい

る男子学生291名、女子学生370名を対象とし、1999年

４月から５月にアンケート調査を行い、男子学生291名

中274名、女子学生370名中351名から有効回答を得た。

２．調査方法と調査内容

１）身長と体重の調査

身長、体重、体脂肪率を測定し、身長、体重から

Body mass index：BMI［体重（kg）／身長（m）２］

を算出した。また理想とする体重を記入させ、それ

に対応するBMI値を算出した。

２）質問紙による調査

記名式による調査は講義時間を利用して行い、質

問紙はその場で回収した。調査には山口ら５）が女子

学生に対して行った質問紙を一部改変して用いた。

なお、研究目的と研究方法の概要の説明を行い、研

究結果は全て統計的に処理し、個人の資料は公表し

ないことを説明し理解と協力を求めた。

質問紙の内容は、１）自分の体型評価、２）今後

の理想体型、３）理想体型になりたい目的、４）定

期的な運動の有無、５）食生活に関して気を付けて

いる項目である。１）の体型評価は・痩せてい

る、・やや痩せている、・普通、・やや太ってい

る、・太っている、の５つの選択肢から、２）今後

の理想体型は・太りたい、・部分的に太りたい、・

このままでよい、・部分的に痩せたい、・痩せたい、

の５つの選択肢から、３）の理想体型になりたい目

的は・美しくなりたい、・健康でありたい、・体型

が気になる、・体の調子が悪い、・強くなりた

い、・何となく、・その他の７つの選択肢から一つ

を選ばせた。５）の食生活に関して気を付けている

項目は・朝食を食べる、・間食をしない、・ゆっく

り食べる、・夜食を食べない、・カロリー、・食事

量、・バランス、・糖分、・脂肪分、・タンパク質、

野菜や果物を取る、・塩分、鉄分などのミネラ

ル、・その他の13の選択肢から複数選択とした。

３）グルーピング

実際の体型により、意識に差があるかどうかを知

る目的で、回答者を標準体重の指標のひとつとされ

るBMI値22未満と22以上のグループにわけて11）解析

を行った。

４）解析

BMI値で分けた２群（BMI＜22、BMI≧22）の間

の平均値の差の検定にはｔ検定を用いた。また、男

子と女子の２群、BMI値で分けた２群、「やせ願望」

と「非やせ願望」の２群、「美容」と「健康」の２

群の間の比率の差の検定にはχ2 検定またはFisherの

正確な検定を用いた。なお統計処理は、SPSS for

Windows 7.5.2 J を用いた。

結　　果

１．対象者の身体的特性と痩せ願望の割合

対象者男女学生の身体的特性を表１に示した。解析

はBMI値22未満と22以上のグループにわけて行った

が、男女共に２群のBMI値の平均値は有意の差があっ

た（ｐ＜0.01）。図１に示したように、男女間でBMI＜

22とBMI≧22の比率に有意な差があった（p＜0.01）。

BMI≧22以上の者は男子学生では41.2％（274人中113

人）を占め、女子学生が全体の30.8％だったのに比較

して、肥満傾向あるいは肥満の状態にあるものが多か

った。次に体型希望の回答における「部分的に痩せた

い」「痩せたい」に回答した者を『痩せ願望』、それ以

外の「太りたい」「部分的に太りたい」「このままでよ

い」と回答した者を『非痩せ願望』群とし、希望する

体型の割合を全体並びにBMI＜22、BMI≧22群につい

て比較した（図２）。どの群も体型希望に有意な差が

あり（ｐ＜0.01）、BMI値にかかわらず女子学生におけ

る痩せ願望の割合が男子学生に比べて高かった（p＜

0.01）。すなわち女子学生では実際の体型にかかわらず

痩せ願望が強いことが示された。これに対して男子学

生では不必要な痩せ願望を示さない一方で、BMI≧22

群であるにもかかわらず約２割の男子学生が痩せる必

要がないと答えていた。

図１　男女学生におけるＢＭＩ値区分別の割合

BM I  ＜22 B M I  ≧22

男子学生 
（ｎ＝ 2 7 4 ）  

女子学生 
（ｎ＝ 3 5 1 ）  

割合（％） 

ｐ＜0.01

0 20 40 60 80 100 
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２．痩せ願望と体型評価

図２でBMI＜22であるにも関わらず、男子学生の約

３割、女子学生の９割以上が痩せ願望を持っているこ

とが示されたが、その背景に自己の体型を誤って認識

していることがある２）と考え、痩せ願望の有無によっ

て自分に対する体型評価が異なるかどうかを検討し

た。図３にその結果を示したが、男女共にBMI値が高

い群ほど自分の体型を太っていると評価する傾向にあ

った。またBMI＜22群の痩せ願望群で男子学生の

37.2％、女子学生の57.8％の者が「やや太っている」

あるいは「太っている」と評価した。そこでBMI＜22

群において、実際の体型に対して正しい評価をしてい

るかあるいは過った評価をしているかを男女間ならび

に痩せ願望の有無で比較した。すなわちBMI＜22群で

「やや太い」・「太い」、BMI≧22群で「痩せてい

る」・「やや痩せている」と評価した者を体型誤認と

表１　男女学生の痩せ願望の有無による身体特性

男子学生
BMI＜22の群全体

痩せ願望

美容

健康

その他

非痩せ願望

BMI≧22の群全体

痩せ願望

美容

健康

その他

非痩せ願望

女子学生
BMI＜22の群全体

痩せ願望

美容

健康

その他

非痩せ願望

BMI≧22の群全体

痩せ願望

美容

健康

その他

非痩せ願望

20.7±1.2

20.2±1.1

18.2±1.0

20.8±2.5

20.3±0.8

20.9±1.2

22.2±1.9

22.1±1.9

21.9±1.4

21.9±1.4

21.8±1.6

22.5±2.0

18.3±1.0

18.2±1.0

18.2±0.9

18.9±1.0

17.8±1.6

18.6±1.2

19.9±1.5

19.8±1.3

19.6±1.2

20.7±1.3

20.7±1.2

20.2±1.1

18.2±1.0

20.8±2.5

20.3±0.8

20.9±1.2

22.2±1.9

22.1±1.9

21.9±1.4

21.9±1.4

21.8±1.6

22.5±2.0

46.0±3.7

45.9±3.6

45.8±3.4

47.3±4.6

44.8±4.5

47.6±4.7

49.7±5.0

49.5±4.3

49.2±4.3

50.9±4.3

20.1±1.2

20.2±1.1

20.8±0.9

21.0±0.9

21.2±0.4

19.8±1.1

25.2±3.3

25.6±3.3

24.8±2.1

24.8±2.1

27.1±4.4

23.9±3.1

19.9±1.2

20.0±1.1

20.0±1.1

20.3±0.9

18.9±1.1

18.2±1.2

24.4±2.7

24.3±2.6

24.1±2.6

25.0±2.7

16.4±3.0

17.9±2.9

18.0±3.3

17.6±2.5

18.6±2.5

15.7±2.8

24.4±6.4

25.2±6.1

24.4±4.7

24.4±4.7

27.6±7.1

21.4±6.7

24.6±3.1

24.9±2.9

24.9±2.9

25.6±2.3

23.3±2.2

20.8±2.8

32.9±5.6

32.8±5.6

32.5±5.5

34.3±5.5

59.6±5.3

62.5±5.1

61.6±4.8

63.0±5.7

64.9±4.7

58.5±5.0

73.5±10.3

74.4±10.4

72.8±7.5

72.8±7.5

75.9±11.9

70.2±9.1

50.1±4.5

50.4±4.3

50.5±4.4

50.8±4.0

47.5±3.2

46.4±4.5

60.8±7.6

60.6±7.2

60.4±7.2

61.5±7.4

172.1±5.6

172.6±5.6

171.9±5.1

173.0±6.0

174.8±6.5

171.9±5.6

170.7±5.5

170.4±5.3

171.3±5.6

171.3±5.6

167.4±6.4

171.4±6.2

158.8±5.0

158.7±5.1

158.8±5.1

158.0±5.8

158.8±5.3

159.6±4.0

158.0±5.4

157.9±5.4

158.2±5.4

156.7±5.6

19.5±1.5

19.4±1.5

19.2±1.6

19.9±1.5

19.2±1.1

19.6±1.4

19.8±2.2

19.8±2.1

19.8±1.8

19.8±1.8

19.6±1.5

19.9±2.7

19.4±1.4

19.3±1.0

19.3±1.1

19.4±1.1

18.9±0.6

19.7±1.7

19.2±1.2

19.2±1.3

19.2±1.3

19.2±0.9

161

45

24

16

5

116

113

89

35

35

11

24

243

224

195

21

8

19

108

107

86

20

1

1

人数 理想BMI
（㎏/㎡）

理想体重
（㎏）

BMI
（㎏/㎡）

体脂肪率
（％）

体重
（㎏）

身長
（㎝）

年齢
（yrs）

図２　男女学生のＢＭＩ値別痩せ願望の割合

痩せ願望 非痩せ願望 
全体 

男子学生 （ｎ＝274） 

男子学生 （ｎ＝161） 

女子学生 （ｎ＝351） 

女子学生 （ｎ＝243） 

男子学生 （ｎ＝113） 

女子学生 （ｎ＝108） 

0 20 40 60 80 100

割合（％） 

B M I ＜22

B M I ≧22

ｐ＜0.01

ｐ＜0.01

ｐ＜0.01
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した。BMI＜22群の男子学生の88.1％が「痩せている」、

「やや痩せている」、「ふつうである」といった正しい

体型評価をしていたが、BMI＜22群の女子学生の

53.2％が標準体重であるにもかかわらず、「やや太って

いる」あるいは「太っている」などの体型誤認をして

おり、男子学生と女子学生で体型誤認に有意な差があ

った（p＜0.01）。さらに体型誤認をしている者の割合

は非痩せ願望群より痩せ願望群で有意に多かった

（p＜0.01）。

３．痩せ願望者の『美容』か『健康』の志向別身体特性

と体型評価

さらに、痩せたい目的の回答で“美しくなりたい”

と“体型が気になる”と回答した者を『美容』群、

“健康でありたい”、“体の調子が悪い”と回答した者

を『健康』群、“強くなりたい”、“何となく”と回答し

た者を『その他』と分類した。「その他」に分類された

人数は少ないため、その後の評価検討は行わなかった。

図４に痩せ願望の学生がどのような目的で痩せたいと

考えているのかを調べた結果を示した。男子学生では

BMI＜22群（45名）で、美容群、健康群、その他の比率

はそれぞれ53.3％、35.6％、11.1％であった。BMI≧22

群（89名）では美容群、健康群、その他はそれぞれ

39.3％、48.3％、12.4％とBMI値の違いによる差は認め

られなかった。一方女子学生ではBMI＜22群（224名）

で、美容群、健康群、その他の比率はそれぞれ87.1％、

9.4％、3.6％であった。BMI≧22群（107名）では美容

群、健康群、その他はそれぞれ80.4％、18.7％、0.9％

であり、健康群の割合はBMI＜22群よりBMI≧22群で

高かった（p＜0.05）が、BMI値の違いにかかわらず、

80％以上が美容による痩せ願望であった。男女を比較

すると、美容を目的とする痩せ願望群が女子学生で有

意に多かった（p＜0.01）。女子学生の大部分が美容を

目的に痩せたいと思っているのに対し、男子学生の場

合は健康を意識して痩せたいと思っている者が多かっ

た。痩せ願望者の痩せたい目的が『美容』か『健康』

かによる身体特性を表１で比較すると、男子学生も女

子学生もBMIの違いにかかわらず、美容による痩せ願

望の学生は健康のために痩せたいと思っている学生に

比べて、実際のBMI値は低い傾向にあり、また理想と

するBMI値も男子学生のBMI≧22群を除いて低かった
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図３　痩せ願望の有無による体型の自己評価

Ａ：全体，Ｂ：痩せ願望群，Ｃ：非痩せ願望群

＃：ＢＭＩ＜22群で「やや太い」・「太い」，ＢＭＩ≧22群で「痩せている」・「やや痩せている」と評価した割合を示した。
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（ｐ＜0.01）。特に男子学生のBMI＜22群の理想BMI値

は18.2という低い値を示した。体型誤認に関する結果

においても男子学生では美容群と健康群で、自己の体

型評価に差は認められなかった。女子学生ではBMI＜

22群の健康群では自分を太っていると評価した学生は

いなかったが、美容群では標準体重であるにもかかわ

らず、自分を太っていると評価した割合が13.2％もあ

った。この結果から美容を目的とした痩せ願望の場合

には、特に顕著な体型誤認があることが示された。

４．運動と食事に対する意識調査

体型を考えるとき、運動と食事は重要な要素である

ので、毎日の生活における運動と食事に対する関心度

を調査した（図５）。男子学生の25.4％が定期的な運動

を行っており、女子学生の14.5％に比べて高かった

（Ｐ＜0.01）。BMI値別の比較においてもBMI＜22、

BMI≧22共に定期的な運動を行っている者の割合は男

子学生で高かった（p＜0.01）。またBMIの比較では男

女ともにBMI≧22群がBMI＜22群より運動を行ってい

る者の割合が多かった（p＜0.05）。男女ともに痩せ願

望群と非痩せ願望群、美容群と健康群の間には有意差

はなかった。図６にBMI値別の朝食摂取状況を示した。

毎日きちんと朝食をとる割合はBMI値に関わらず、男

子学生で低かった（p＜0.01）。約３割の者が朝食を取

らないと答えており、女子ではその割合が約１割程度

であったのと対照的であった。またその食べない理由

として時間の余裕がないことをあげるものの割合が多

かった。また男女ともに痩せ願望、体型別の差は殆ど

なかった。食事に関する関心度の調査（図７）では、
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図５　定期的な運動をしている者の割合

図６　ＢＭＩ値別朝食摂取状況

Ａ：全体，Ｂ：痩せ願望群，Ｃ：非痩せ願望群，＊：ｐ＜0.01

図７　ＢＭＩ値別食事に対する関心度



14─　　─

札幌医科大学保健医療学部紀要　第５号　2002

食事に『気をつけている』、『時々気をつけている』と

答えた者の割合は男子学生に比べてどの群も女子学生

で高かった（p＜0.01）。また女子学生ではBMI≧22群

がBMI＜22群に比べて食事に対する関心度が高かった

（p＜0.01）が、痩せ願望と非やせ願望、美容群と健康

群には有意差はなかった。図８と図９は食生活におい

てどのような点に気を付けているのかを質問した結果

である。BMI値にかかわらず、どの群も「朝食を食べ

る」、「野菜や果物をとる」の項目に気をつけていると

答えた者が多かった。特に「野菜や果物をとる」こと

に対する関心が高かった。女子学生ではこの他に「間

食や夜食を取らない」、「食事の量」などを選択する者

が多かった。男子学生の痩せ願望群で、非痩せ願望群

に比べて「間食や夜食」、「カロリー」、「食事の量」な

どの項目を選択した者の割合が高かった。

考　　察

本研究は今まで報告の少ない青年期の男子学生の体型

を調査し、体型や痩せ願望の有無によって運動や食事に

対する関心に違いがあるかどうかを女子学生と比較した

ものである。結果に示したように、男子学生ではBMI値

が22以上の者の割合が女子学生に比べて多かった。しか

もBMI≧22以上の学生の48.7％（113人中55人）がBMI＞

24であり、男子学生は女子学生に比べて肥満傾向あるい

は肥満の状態にあるものが多いことが示された。この結

果は若い女性がやせすぎるほど極端なダイエットに走る

一方で、男性の肥満が年々増えていると報告している厚

生省の国民栄養調査の結果８）15）と一致している。一方、

男女学生共にかなりの学生が痩せ願望を持っており、し

かもそのうちの多くは実際は理想体重であった。女子学

生は今までの研究でも述べられているように体型誤認が

多く、痩せているにもかかわらずもっと痩せたいと考え、

痩せる目的の殆どが美容を目的とする者であった。女子

学生の理想とする体型はBMI値が18.3（BMI＜22群）で

あり、かなり痩せの体型を理想としていた。この値は

1970年代13）や1980年代の調査14）にくらべて低い値を示し

ているが、1990年代の調査結果25）とほぼ同じ値であった。

思春期の女子学生は自分の体型を実際より太っていると
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図８　男子学生（ＢＭＩ別）が気を付けている食事内容 図９　女子学生（ＢＭＩ別）が気をつけている食事内容
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考え２）３）、過剰に痩せたいという痩せ願望を持っている

という報告が多数ある２）３）15）が、我々の研究においても

実際のBMI値にかかわらず９割以上の女子学生が痩せ願

望を示し、その大部分が美容を目的とした痩せ願望だっ

た。一方男子学生の場合は健康を意識して痩せたいと思

っている学生が多かったが、意外なことにBMI＜22群の

男子学生の約半数が女子学生同様美容による痩せ願望を

もっており、見た目を気にする男子学生の姿がこの調査

で浮き彫りになった。一方、将来の生活習慣病予備軍と

して明らかな肥満傾向にあるにもかかわらず、痩せ願望

を持たない者が男子学生に多く見られた。

運動や食生活に関する調査で、男子学生は女子学生に

比べて定期的な運動をしている者の割合が高かった。し

かし、朝食を取らない者の割合や食事に気をつけている

者の割合が女子学生に比べて低い結果が得られ、食生活

に対する関心度が女子学生に比べて低いことが示され

た。平成12年国民栄養調査結果において16）、栄養や食事

について考えないものは中高年の１～３割に対して、若

年者で４～５割もいることが示されている。食事のどん

な点に気を気をつけていますかという設問（図８と９）

に対して回答していない者が多かったので、その人数を

調べたところ、男子学生ではBMI＜22の非やせ願望群の

37.8％、やせ願望群の32.5％、BMI≧22の非痩せ願望群

の45.8％、やせ願望群の32.2％の者が回答をしていなか

った。女子ではどの群も85％以上が回答した。この結果

は女子学生に比べて男子学生において食生活に対する関

心度が少ないことを示唆する図７の結果と良く一致して

いた。また男女ともに朝食、間食、夜食あるいは野菜・

果物など具体的な設問の項目に比べて、糖分、脂肪、タ

ンパク質、ミネラルなどの栄養素を選択した者の数が少

なかった。この理由の一つにそれらの栄養素に対する理

解の不足があるかもしれない。女子学生は男子学生に比

べて、食事に対する関心度は高く、朝食をきちんと摂る

割合も高かった。女子学生の食生活は男子学生に比較し

て望ましい状態であることが示されたが、一方で不必要

なダイエット志向が見られた。不必要なダイエットは摂

食障害の引き金となったり17）、疲労感、生理不順、貧血

や将来の骨そしょう症などの病気も引き起こす18）。ダイ

エットは骨密度を低下させ、やせている人は骨密度が低

いという報告もある19）。欧米においても青年期のダイエ

ット行動は問題となっており、実態調査や摂食障害との

関連について研究が行われている20－22）。青年期の問題の

ある食生活は中高年になってからの健康に影響が出ると

考えられる。

今回の調査で体型や食生活に対する意識に男女間で差

のあることが明らかになった。健康つくりには栄養や食

事についての正しい理解がかかせないが、今後生活習慣

病予備群である青年期の学生に対する食生活を含めた健

康教育を行う場合には、男女学生に見られた意識や関心

の違いを考慮して行う必要があるだろう。
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Abstract

The desire for slenderness of 291 adolescent males and 370 adolescent females aged 18 through 20

years was investigated by a questionnaire survey. The subjects were divided into two groups, one

with a BMI value below 22（BMI＜22 group）and the other 22 or more（BMI≧22 group）. For

adolescent males, 41.2% belonged to BMI≧22, whereas only 30.8% of the females did. More than 90%

of adolescent females desired weight loss regardless of the BMI value. In contrast, 28% of adolescent

males of the BMI＜22 group and 78.8 % of BMI≧22 group desired weight loss. The rate of

misconception regarding physique was higher in adolescent females than in adolescent males

regardless of whether they desired weight loss or not. The group desiring weight loss was further

classified by the reasons into two subgroups, "to look more attractive or to change the present

physique" and "to be healthier." More than 80% of adolescent females desired weight loss "to look

more attractive or to change the present physique", while 44% of adolescent males desired weight

loss " to be healthier."  The number of subjects who took exercise regularly was higher among

adolescent males than females. Of the adolescent males, 32.5%  did not have breakfast regularly, and

10.0% of females did not. The perceptions regarding the desire for slenderness, a good physique and

dietary life differed between adolescent males and females.

Key words: Adolescent males and females, Desire for weight loss, Body image, Dietary life


